
　

週刊 地震ニュース No.240 NPO法人 環境防災総合政策研究機構

6月24日 6月30日～ 2024年7月1日

トピックス

発行

 この期間の最大震度は3
本資料は上記期間に国内で発生した震度１以上の地震についてまとめたもの    　（出典：気象庁震度データベース/地震情報）

主な地震の発生状況 （図1,図2参照）

■ この期間、震度１以上の地震が29回発生。 最大震度は3。  ■
①６月２７日１８時４５分に福島県沖で発生した地震（M４.５、深さ５０ｋｍ）により、福島県楢葉町など浜通り地方で震度３を観測
　したほか、岩手県から茨城県にかけて震度２～１を観測。
②６月２８日０４時２７分に沖縄本島近海で発生した地震（M４.９、深さ３０ｋｍ）により、鹿児島県与論町で震度３を観測したほか、
　鹿児島県と沖縄県で震度２～１を観測。
③６月３０日１９時３８分に日向灘で発生した地震（M４.１、深さ２０ｋｍ：速報値）により、宮崎県川南町で震度３を観測したほか、
　高知県から九州地方にかけて震度２～１を観測。

■　能登半島地震から半年　■
・本年1月1日に発生した能登半島地震の発生から7月1日で半年となり
　ました。これまでの地震活動を図３と図４で振り返ってみます。
・この地域の地震活動は2020年12月から活発になり、本年1月１日の
　地震が発生するまでに震度１以上を観測する地震が506回、震度５弱
　以上を観測する地震が５回発生していました。このうち最大の地震は
　昨年５月5日に珠洲市で震度６強を観測した地震（M6.5）でした。
・これら昨年までの地震活動は能登半島北東部の狭い範囲での活動
　でした（図３の橙破線内）。
・本年1月1日の地震発生後は能登半島北部に沿って北東－南西に延び
　る150ｋｍ程度の広い範囲で発生しています。
・この付近の海底には複数の活断層が確認されており（図３の青破線）、
　この活断層が今回の地震に関連した可能性が高いと考えられています。
・6月3日には珠洲市と輪島市で震度５強を観測する地震が発生するなど、
　6月に入っても震度１以上が観測された地震は３５回発生しています。
・地震発生数は図４のとおり増減を繰り返しながら時間経過とともに少
　なくなっていますが、今でも北東－南西に延びる150ｋｍ程度の広い
　範囲で発生しており、引き続き活発な活動が続いています。
・2004（H16）年の新潟県中越地震などのように、地震発生から数か月
　経って、地震の発生数が減少している中で大きな震度となる地震が発
　生したこともあります。

NPO法人 環境防災総合政策研究機構 http://www.npo-cemi.com
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（図１) 

期間内に発生した震度１以上の地震
（最大震度を主眼とした表示をしています）

①２7日 M４.5, 50km  
最大震度：3

（図2） 1週間毎の最大震度別地震発生回数

③30日 M４.1, 20km
最大震度：3

②28日 M4.9, 30km
最大震度：3

６月３日
震度５強

１月1日
震度７

図３：震央分布図 2024/1/1 -- 2024/6/30  M≧2.0
赤丸：2024年6月に発生した地震
灰丸：赤丸以前に発生した地震
橙破線：2020年12月～２０２３年１２月３１の震央の範囲
青破線：活断層（出典：産業技術総合研究所資料）

図4：震度１以上を観測した日別地震回数
2024/1/1 --- 2024/6/30

（図３）


